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伊勢市社会福祉協議会（☎20－8610　 20－8617）
 iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
 http://ise-shakyo.jp

問い合わせ先
社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会
本　　所　御薗町長屋2767
　　　　　☎20－8610  20－8617
伊勢支所　八日市場町13－1
　　　　　☎27－2425  27－2412
二見支所　二見町茶屋456－2
　　　　　☎43－5551  43－4427
小俣支所　小俣町元町536
　　　　　☎27－0509  27－0570
御薗支所　御薗町長屋2767
　　　　　☎22－6617  22－6604

　
10
～
12
月
の
短
期
は
つ
ら
つ

教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

教
室
名
・
と
き
・
回
数
・
定
員
・

材
料
費
・
持
ち
物　
下
表
の
と

お
り

と
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
で
、
昭
和
31

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人

申
し
込
み　
９
月
９
日
㈮
（
必

着
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
教

室
名
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住

所
・
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
番

号
）・
生
年
月
日
・
性
別
を
記

入
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢

支
所
は
つ
ら
つ
教
室
担
当
者（
〒

５
１
６

－
０
０
７
６
八
日
市
場

町
13

－

１
）へ　

 

※ 

申
し
込
み
は
、
は
が
き
１
枚

に
つ
き
１
教
室
と
し
、
１
人

１
教
室
の
み
と
し
ま
す
。

※ 

平
成
27
年
度
に
参
加
し
た
教

室
に
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
、
定
員
の
半
数
に
満

た
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

７
月
13
日
㈬
と
７
月
30
日
㈯
に
、

防
災
グ
ル
ー
プ
“
ほ
っ
と
”
の

協
力
で
、「
こ
ど
も
食
堂
」を

開
催
し
ま
し
た
。
13
日
㈬
は
14

人
の
中
学
生
と
高
校
生
が
、
30

日
㈯
は
45
人
の
小
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
出

来
た
て
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食

べ
た
後
、
食
器
洗
い
の
手
伝
い

や
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぶ
な

ど
、
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
し

た
。

　
「
こ
ど
も
食
堂
」
は
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

全
国
各
地
で
活
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

短
期
は
つ
ら
つ
教
室
の

受
講
者
を
募
集

み
ん
な
で
楽
し
く
交
流

「
こ
ど
も
食
堂
」を
開
催

教室名 と　き 回数 定員 材料費 持ち物
はじめての
そば打ち教室

10月6日㈭・13日㈭・11月3日㈷・10日㈭・
12月1日㈭、10:00 ～ 12:00 5回 10人 500円 タオル（手拭き用）、前掛け、三角巾（タ

オルでも可）、持ち帰り用の容器
やさしい
写真教室

10月13日㈭・27日㈭・11月10日㈭・17日㈭・
12月8日㈭・22日㈭、10:00 ～ 12:00 6回 15人 無料 手持ちのカメラ、筆記用具、今までに

撮影した写真数枚
デジカメ・
スマートフォン
教室

10月14日㈮・28日㈮・11月11日㈮・25日㈮、
9:30 ～ 11:30 4回 15人 1,000円

（４回分）
デジタルカメラ・スマートフォン（持っ
ていない人は、タブレット端末を貸し
出します）

ふるさとの
歴史教室

10月14日㈮・28日㈮・11月11日㈮・25日㈮・
12月9日㈮・23日㈷、9：30 ～ 11：30 6回 18人 無料 筆記用具

短期はつらつ教室

　
伊
勢
市
ひ
ま
わ
り
で
は
、
７

月
か
ら
毎
週
火
・
木
曜
日
、
13

時
～
14
時
に
、
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー・１
階
ロ
ビ
ー
に
あ
る「
コ

ー
ヒ
ー
の
店
『
ス
マ
イ
ル
』
」

で
施
設
外
就
労
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
の
利
用
者
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
受
け
、

少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
コ
ー
ヒ

ー
を
テ
ー
ブ
ル
ま
で
運
ん
だ
り
、

テ
ー
ブ
ル
を
拭
い
た
り
と
楽
し

く
接
客
を
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の

施
設
外
就
労
体
験
!!

施設外就労体験の様子
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予算額〔社会福祉協議会市負担金〕１億 373 万７千円（運営・福祉ボランティア育成負担金）

匿名…お菓子、横浜ゴム株
式会社三重工場…300,000
円、匿名…布地蔵、匿名…
アクリルたわし

寄付をいただいた
皆さま

（敬称略・順不同）

ありがとうございました
【６月16日～７月15日】

三重県日本舞踊協会伊勢
支部…200,000円
中日本フード株式会社伊
勢営業部…鶏肉4㎏

子ども生活困窮支援に
ご協力いただいた皆さま

（敬称略・順不同）
ありがとうございました

　

　
７
月
10
日
㈰
、御
薗
小
学
校・

体
育
館
で
、
小
学
生
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
夏
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
伊
勢
市
を
含

む
南
勢
地
域
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
愛
好
す
る
児
童
の
健
康
増

進
と
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
、
今
大
会
で
６
回
目

と
な
り
ま
す
。

　
ど
の
試
合
も
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
コ
ー
ト
の
外
か
ら
は

白
熱
し
た
応
援
が
飛
び
交
い
、

大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
今
回
「
北
浜
」
チ
ー
ム

が
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
抜
き
、
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

＜活動内容＞
　毎週火曜日の夜、福祉健康センターで聴覚障がい
者と交流をしながら手話の勉強をしています。
＜活動のきっかけ＞
　手話学習を通じて聞こえない人と聞こえる人の交
流をすること、お互いの生活や文化の向上、市民的
権利の拡大を目指したいということがきっかけで、
昭和52年に手話学習会を設立しました。昭和55年
に伊勢手話サークルに名前を変更し、活動を継続し
ています。
＜活動していて良かったこと＞
　「手話」という「言語」を学ぶだけでなく、聴覚障が
い者との交流を通して、聴覚障がい者の現状を知る
ことができ、また、聞こえない人と聞こえる人が共
に暮らしやすい社会実現に向けての新たな活動をす
るきっかけにもなりました。手話によるコミュニケ
ーションが広がることを願い、活動を続けていきま
す。

　月1回、体を動かした
り、物作りをしたりとさ
まざまなサロン活動で地
域住民の交流を図って
います。皆さんから要望
のあるゴキブリ団子作り
は、恒例行事です。

＜主な活動場所＞
黒瀬市民館

　皆さんで食事を楽し
んだ後には、ボランティ
アによるギターの演奏に
合わせて、懐かしい歌を
歌いました。毎回違うレ
クリエーションをして楽
しいひとときを過ごして
います。

＜主な活動場所＞
小俣宮前保健福祉会館

ボランティア　活動紹介

高齢者会食会・いきいきサロン　活動紹介

伊勢手話サークル

なかざきいきいきサロン宮前地区ふれあい食事会

　
７
月
24
日
㈰
に
、
観
光
文
化

会
館
で
三
重
県
日
本
舞
踊
協
会

伊
勢
支
部
が｢

第
36
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
舞
踊
会｣

を
開
催
し
、
そ

の
収
益
金
を
「
伊
勢
市
子
ど
も

生
活
困
窮
支
援
金
」
と
し
て
、

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
伊
勢
市
社
会
福
祉

協
議
会
・
池
田
ミ
チ
子
会
長
か

ら
、
勝
美
延
三
会
長
に
感
謝
状

子
ど
も
生
活
困
窮
支
援
金

と
し
て
寄
付

三
重
県
日
本
舞
踊
協
会

感謝状を贈呈される勝美会長

優勝した「北浜」チーム

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
杯

第
６
回
伊
勢
市
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

夏
季
大
会
を
開
催

【　　　　　　  　 】【　　　　　　   】
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